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No.23 (1978) 

液体シンチレーションカウンターにおける積分計数法の応用本

本間義夫，村上悠紀雄

液体シγチレーションカウ γター（以下LSCと略す）には，次のような他の放射線測定器にな

いすぐれた特徴がある。すなわち， 1）自己吸収が全くない。 2）幾何学的効率が原理的に100%

である。 3）液体シンチレーター（LS）の鐙光の減衰時間が 3～5ns（回路の分解時間～30ns)

と短かいので速い測定ができ，通常数え落としは起こらず，その補正はいらない。 4）試料調製

が比較的容易であるなどである。しかし，反面その難点の最たるものは，クエンチ γグ較正であ

り，当然のことながら試料ごとに行う必要がある。しかし現行の較正法，外部標準線源法，チャ

γネル比、法，内部標準線源法を適用するには，測定する核種のクエンチング程度の異なる標準線

源が少なくとも， 10本程度必要である。ところが広範囲の α，F放射体の標準線源の入手は必ず

しも容易ではなく，特に短寿命核種の場合にほ不可能に近い。すなわち，この場合従来の較正法

の適用は極めて困難である。積分計数法では計数率をLSCのウインド巾の関数とみなし，積分パ

イアス曲線を描くことにより，標準線源を必要とせずに絶対測定ができる。著者らは α，F放射

体およびラドンについて。その有用性を示した。

＊本総説は分析機器 15,Noふ 227(1777）に発表。
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